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　この制度は、日本の農業政策上重要な取り組みです。農業者の方に直接交付金を支払うことから、町民の皆さんの理解の下、
明確かつ合理的・客観的な基準により透明性を確保して実施しなければなりません。こうした観点から、集落の概要や実施状況
を今後も公表していきます。

問い合わせ先／役場農林課農政係☎４８２‐２９３６（課直通）

中山間地域等直接支払制度
　

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
は
、
平

成
12
～
16
年
度
に
第
一
期
、
平
成
17
～
21

年
度
に
第
二
期
で
、
10
年
間
に
わ
た
り
実

施
さ
れ
て
き
ま
し
た
。国（
50
％
）、
北
海
道

（
25
％
）、町（
25
％
）が
そ
れ
ぞ
れ
の
負
担
率

で
農
業
者
の
方
な
ど
に
直
接
交
付
金
を

支
払
い
、
農
業
生
産
活
動
な
ど
の
推
進
を

図
り
ま
す
。

　

内
容
を
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

　弟子屈集落の平成24年度の対象草地面積は77,183,340㎡で、交付金総額は115,775,010円（交付
単価1.5円／㎡）となっています。うち共同取組活動費に50,807,954円を配分し、農業者の耕作面
積に応じて支払う個人配分とで約50％ずつに分けて使用しました。

【実施した主な共同取組活動】
良質な粗飼料の生産と収量の向上を図るため、草地更新に対して助成。（29,578千円）
�地場産牛乳のＰＲおよび商品開発、町民還元牛乳の配布などを実施。（1,449千円）
�口

こう

蹄
てい

疫などの伝染病の侵入防止対策を実施。（840千円）
公共牧場の利用促進と牛の環境改善のため、施設整備などを実施。（9,433千円）
�農村景観整備のため、ヒマワリ畑の設置や施設花壇整備。（3,000千円）

弟 子 屈 町 の
24年度取組状況

　
「
中
山
間
地
域
等
」と
は
、
平
野
の
外
側
の

周
辺
部
か
ら
山
間
地
ま
で
の
こ
と
を
指
し

て
い
ま
す
。全
国
土
の
７
割
程
度
の
面
積
を

占
め
て
い
て
、
総
人
口
の
約
14
％
が
生
活
す

る
地
域
で
あ
り
、
弟
子
屈
町
も
こ
の
地
域
に

当
て
は
ま
り
ま
す
。

　

農
業
生
産
額
、農
家
数
、農
地
面
積
で
は
、

全
国
の
約
４
割
を
占
め
、
日
本
の
農
業
・
農

村
の
中
で
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

山
間
な
ど
の
農
業
・
農
村
が
有
す
る
水
源

か
ん
養
機
能
や
洪
水
防
止
機
能
な
ど
の
多

面
的
機
能
に
よ
っ
て
、
下
流
域
の
住
民
の
生

産
・
財
産
と
豊
か
な
暮
ら
し
が
守
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
地
域
は
高
齢
化
が
進

む
中
、
農
地
に
傾
斜
地
が
多
い
、
積
算
気
温

が
著
し
く
低
く
草
地
の
占
め
る
割
合
が
高

い
な
ど
、
平
地
に
比
べ
農
業
と
し
て
生
産
条

件
が
不
利
な
こ
と
か
ら
、
担
い
手
の
減
少
や

耕
作
放
棄
の
増
加
な
ど
に
よ
り
多
面
的
機

能
が
低
下
し
、
国
民
全
体
に
と
っ
て
大
き
な

経
済
的
損
失
が
生
じ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の

地
域
で
適
切
な
農
業
生
産
活
動
が
継
続
的

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
農
業
の
生
産
条
件
に

関
す
る
不
利
を
補
正
す
る
た
め
の
支
援
を

行
う
こ
と
で
、
多
面
的
機
能
の
確
保
を
図
る

た
め
の
制
度
で
す
。

　

本
町
は
、
積
算
気
温
が
２
千
３
０
０
℃
未

満
と
極
め
て
低
い
気
象
条
件
に
あ
り
、
草
地

が
耕
地
面
積
の
80
％
以
上
を
占
め
る
草
地

率
の
高
い
酪
農
地
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
活
動
は
、
集
落
協
定
に
基
づ

い
て
５
年
間
以
上
継
続
さ
れ
る
農
業
生
産

活
動
な
ど
に
加
え
、
多
面
的
機
能
を
増
進
す

る
活
動
と
し
て
、
集
落
が
実
態
に
合
っ
た
も

の
を
選
択
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
農
業
生
産
活
動
な
ど
と
多
面
的
機

能
を
増
進
す
る
活
動
を
合
わ
せ
て
共
同
取

組
活
動
と
い
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
農
業
生
産

活
動
な
ど
を
行
う
農
業
者
の
方
な
ど
の
間

で
、
対
象
と
す
る
農
地
の
範
囲
と
共
同
取
組

活
動
の
内
容
を
規
定
し
た
集
落
協
定
を
締

結
す
る
こ
と
で
、
農
地
面
積
に
応
じ
て
交
付

金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

交
付
金
は
共
同
取
組
活
動
に
充
て
る
ほ

か
、
協
定
参
加
者
の
農
地
面
積
に
応
じ
て
個

人
に
配
分
さ
れ
ま
す
が
、
交
付
金
の
お
お
む

ね
50
％
以
上
を
共
同
取
組
活
動
に
割
り
当

て
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

制
度
の
趣
旨
の
実
現
の
た
め
に
は
、
個
々

の
農
家
の
取
り
組
み
以
上
に
、
集
団
に
よ
る

取
り
組
み
が
有
効
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
集
落

ぐ
る
み
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
が

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　　　

本
町
は
、
町
内
全
域
を
一
つ
の
集
落
と
し

て「
弟
子
屈
集
落
協
定
」を
締
結
し
、
平
成
24

年
度
は
１
４
５
戸
の
農
家
や
農
業
生
産
組

合
な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
か
ら
は
制
度
が
一
部
改
正

さ
れ
、
担
い
手
対
策
や
食
糧
自
給
率
向
上
に

向
け
た
農
業
生
産
を
維
持
す
る
た
め
の
対

策
が
組
み
込
ま
れ
、
本
町
で
は
地
場
産
牛
乳

の
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

前
対
策
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る「
担
い
手

の
高
齢
化
・
減
少
な
ど
に
よ
る
耕
作
放
棄
地

の
荒
廃
防
止
」や「
良
好
な
農
村
景
観
形
成（
ヒ

マ
ワ
リ
畑
の
整
備
）」な
ど
を
継
続
し
つ
つ
、

新
対
策
に
よ
る
地
域
農
業
の
発
展
お
よ
び

地
域
経
済
の
向
上
に
つ
な
が
る
取
り
組
み

を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。さ
ら
に

は
、地
域
小
・
中
学
校
と
連
携
し
、農
業
体
験
・

牧
場
見
学
会
な
ど
、
新
し
い
世
代
へ
の
農
業

教
育
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　

今
後
も
農
業
関
係
者
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

中
山
間
地
域
等
っ
て
何
？

制
度
の
対
象
と
な
る
活
動

　ご存じですか？　
地域農業を守り育てる

平
成
22
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

本
町
の
取
り
組
み

　

弟
子
屈
高
校（
大
泉
斉
校
長
）で
は
４
月
23
日
、

観
光
甲
子
園（
同
大
会
組
織
委
員
会
主
催
）の
本

選
出
場
を
目
指
し
、今
年
も
観
光
講
座
を
開
き

ま
し
た
。

　

観
光
甲
子
園
と
は
、高
校
生
が
自
ら『
地
域
の

光
』を
見
つ
け
出
し
、理
論
的
に
企
画
案
を
ま
と

め
た「
地
域
観
光
プ
ラ
ン
」を
競
い
合
う
全
国
大

会
で
す
。

　

総
合
的
な
学
習
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ

た
講
座
は
、
３
年
生
55
人
が
受
講
。町
の
松
岡

観
光
商
工
課
長
と
同
ま
ち
づ
く
り
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
山
田
桂
一
郎
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、町

の
概
要
と
経
済
情
勢
や
地
域
の
魅
力
再
発
見

に
つ
い
て
、
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

山
田
さ
ん
は「
地
域
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
持
っ
て

『
今
だ
け
、
こ
こ
だ
け
、
あ
な
た
だ
け
』と
い
う

非
日
常
と
異
日
常
の
２
つ
の
空
間
で
楽
し
ん

で
も
ら
う
こ
と
が
大
切
」と
ア
ド
バ
イ
ス
。地
元

を
好
き
で
、誇
り
に
思
う
心
で
頑
張
っ
て
ほ
し

い
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

４
月
30
日
に
は
、生
徒
た
ち
が

実
際
に
町
内
を
見
て
回
る
巡
検

（
現
地
研
修
）を
行
い
ま
し
た
。

　

５
月
７
日
は
特
産
品
講
座
。摩

周
湖
農
協
の
豊
島
参
事
が「
町
の

農
業
の
概
要
と
特
産
品
」と
題
し

て
講
義
を
行
っ
た
ほ
か
、地
元
原

料
で
開
発
さ
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

商
品
に
つ
い
て
説
明
。「
商
品
開

発
成
功
の
カ
ギ
は『
ネ
ー
ミ
ン
グ

の
大
切
さ
や
研
究
心
を
持
っ
て

や
り
遂
げ
る
心
意
気
』」と
の
内
容

に
、受
講
し
た
全
員
が
納
得
し
て

い
ま
し
た
。

　

同
校
で
は
昨
年
同
様
、町
民
の

皆
さ
ん
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
も
行
う

予
定
で
す
。

❑�

問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
観
光

商
工
課
☎
４
８
２
‐
２
９
４
０

（
課
直
通
）ま
で
。

弟
子
屈
高
校
で
観
光
講
座

①講義を行う弟子屈町まちづくりアドバイザーの山田桂一郎さん　②砂湯での巡検
③摩周湖農協の豊島参事による講義　④熱心に聴き入る生徒たち

①②

③④

地域の役に立ちたい社会貢献いろいろ

　クニオカ工業㈱（今

誠代表取締役）と㈱今

道東建設工業（同）の皆

さんが５月10日、川

湯の敷島みどり橋付

近で湯川排水路や河

川敷の清掃を行いま

した。

　地域の方や観光客

に喜んでほしいとク

ニオカ工業が2005年から毎年行っているもので、今年で９回

目。２社合同で行うのは３回目です。約20人が参加し、上流に

向かう班と下流に向かう班の２班に分かれ、約２キロメート

ルにわたってごみを拾い集めました。
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　㈱佐藤建設工業（佐

藤洋司代表取締役）の

皆さんが５月18日、摩

周観光文化センター

のソフトボール場と

運動広場の整備を行

いました。

　例年この時期に行

っているもので、今年

で４回目。タイヤショ

ベルで表土をはがし、タイヤローラーで転圧したほか、ベンチ

の設置を行いました。

　㈱多田塗装工業（多

田征人代表取締役）の

皆さんが５月21日、屈

斜路湖砂湯の公共駐

車場のライン引きを

行いました。

　同社による社会貢

献活動は、屈斜路研

修センターや泉ふれ

あいセンター、林業

多目的センターの駐車場など数年前から行われています。今

回も、消えかけていた駐車場ラインを手際よく引き直してい

ました。

　明盛建設㈱（藤田利

道代表取締役）の皆さ

んが５月24日、別

川河川敷と道路沿い

などの清掃を行いま

した。

　社内安全大会の実

施に合わせて、毎年

行っているもので、

20年近くになります。

釧路建設管理部弟子屈出張所の皆さんも加わり約40人が、上

流へ向かうルートと下流に向かうルートの二手に分かれて、

火ばさみと袋を手にごみを拾い集めました。


